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「新型コロナウイルス」は中国語で“新冠肺炎”と言い、また“新冠病毒肺炎”
“新型冠状病毒肺炎”とも言う。本調査は朝日新聞 2020 年 4 月 1 日～4 月 15
日(朝刊、夕刊)における新型コロナウイルス感染拡大の関連記事を対象に、使


























































































































2020 年 4 月 16 日～5月 5日において、京都外国語大学在学中の漢字圏留学生 
(70 人)を対象にアンケート調査・電話調査を実施し、新型コロナウイルス関連
の日本語表現の習熟度について調査した。漢字圏留学生(70 人)のうち、日本語
学習歴 3 年(15 人)、日本語学習歴 4 年(20 人)、日本語学習歴 5 年(20 人)、日









































・報告された症状の割合は発熱 79％、せき 76％、肺炎 63％、全身のだるさ










った(注 4)。そのうち「全身のだるさ」と回答した人は全体 70 人中わずか 5人
だけで、「体がだるい」と回答した人が圧倒的に多かった。 
「体がだるい」「体のだるさ」なら、理解する学習者は多い。調査した結果、A































<深刻>が使えた人は Aグループ(66.6%)、B グループ(70%)、C グループ(85%)、 D
グループ(93.3%)だった。 
「日本語の<深刻な顔>はどんな顔なのか」の正答率は A グループ(53.3%)、B

























(53.3%)、B グループ(65%)、C グループ(80%) 、D グループ(86.6%)だった。 
・大阪と兵庫の両府県警は運転免許の更新業務を 16 日から当面休止する。 
 ・当面の間、営業を自粛させていただきます。 
「上記の<当面><当面の間>を中国語に訳してください」の調査に対し、中国語























 ・知事は感染拡大が 5 月 6 日で終わるとは思えない。長い戦いになると覚悟
して生活の見直しを、と訴えた。 
「上記の文を中国語に訳してください」の調査に対し、中国語訳の正答率は A








 ・集中治療室での治療が必要となった患者 35 人の 5割程度に糖尿病などの基
礎疾患があった。 
「上記の<集中治療室>を中国語に訳してください」に対して、中国語訳の正答
率は Aグループ(53.3%)、B グループ(55%)、C グループ(65%) 、D グループ(80%)





































































































丸となる」の中国語訳の正答率は Aグループ(33.3%)、B グループ(60%)、C グル
ープ(70%) 、D グループ(93.3%)だった。「結束する」の中国語訳の正答率は A
























１）『日本語基本動詞用法辞典』小泉保ほか 大修館書店 1989 年 
２）『現代日本語の二字漢語動詞の自他』張志剛 くろしお出版 2014 
３）被調査者 70 人のうち、7 人の回答は不正確だった。一部の人は「自粛」の中国語
訳を“各自保持警戒心”(一人ひとり警戒心をもつように)、“不要外出，呆在家里”
(外に出ずに家にいるように)、“减少外出”(外出を減らすように)、“自我隔离”(自
宅隔離)、と回答している。「自粛」は単に「警戒心をもつように」という意味で
はない。また営業自粛、外出自粛、通勤自粛などもあり、単に「自宅にいるよう
に」という意味でもない。 
４）「力が入らない」「力が出ない」「体が重い」「疲労感」「力が抜ける」と回答した人
もいる。 
